
T I T L E : 解析条件の設定
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            mass    :  質点の数 

idamper :  減衰装置の設置台数 

 

(*)例題の場合は、mass=4, idamper=3 となる。 
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T I T L E : 構造系柔性マトリクスの入力
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mt1  :  柔性マトリク Df の格納されているファイルの ft 番号を指定する。 

mt2  :  柔性マトリク Du の格納されているファイルの ft 番号を指定する。 

mt3  :  柔性マトリク Dfu の格納されているファイルの ft 番号を指定する。 

 

 

(*) Df,Du,Dfu の各マトリクスのは、次のフォーマットでバイナリ-ファイルに用意されているものとする。 

 

  Read(mt1) (Df(i,j),j=1,mass),i=1,mass) 

  Read(mt2) (Du(i,j),j=1,idamper),i=1,idamper) 

  Read(mt3) (Dfu(i,j),j=1,idamper),i=1,mass) 

 

(*) 各マトリクスの物理的な意味は文献１を参照のこと。   

 

 

 

 



T I T L E : 質点重量の入力

indx ip mi
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        indx   : ‘Mass’を記入する 

        ip     :  質点の番号 

M
         mi     :  質点の質量 (ton) を記入する。 
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◇ このカードが、mass 枚必要である。 



T I T L E : 減衰装置の所定数入力

indx ip kn cd,1 cd,2
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indx  : ‘Damp’   と入力する 

    ip    : 減衰装置の番号 

M
    kn    : 減衰装置の内部接続剛性 

M    cd,1  : 速度が正値のときの減衰係数 

E    cd,2  : 速度が負値のときの減衰係数 

 

        (*)  Maxwell ダンパのときは、cd,1=cd,2=cd と設定する。 

(*)  圧縮ダンパのときは、cd,1=cd  cd,2=0.001 などに設定すれば、引っ張り方向は限りなく小さな反力となる。 

 

 



T I T L E : 外力の入力
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          mt       : 地震波などの外力が格納されている外部入力ファイルの ft 番号。 

     Nt       : 外力ファイルの内順番号 

M
     istep    : 計算に用いる外力のステップ数。（データ長よりも小さくなくてはならない。） 

M     dt       : 時間刻み（sec） 

ncut     : 分割計算数（計算精度を上げるために適当に大きくし、計算結果の収束を確認する。平均加速度法の精度向上と 

逆行列演算の精度を向上させるために大きくする。ただし、計算時間が増大する。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 外力の地震波は加速度を入力する。単位は gal とする。 

 



T I T L E : 出力ファイルの指定
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 mt : 出力ファイル番号（出力するデータを格納するファイルの ft 番号を記入する。） 

          (i10) 

           mt  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


